
Single cell PCR (SC-PCR) for diatoms. 

 

珪藻における単細胞PCRの挑戦 

 

 微小生物を対象とした遺伝子解析を行う上で、培養によるクローンの作成が、最も難題

である。珪藻の場合、富栄養域に生息する種類は培養が容易であることが多いが、貧栄養

域の種類の培養は困難である。 

 珪酸を大量に追加した培地で成功することもある（Tuji 2000）が、多くの場合は、何か

不足しているらしく数回の分裂で増殖が止まってしまう。 

 私は琵琶湖の固有種(Tuji & Kociolek 2000)など固有種の解明を進めているが、固有種の

多くは培養が難しく、成功したとしても安定しない。 

 一方で、次世代シークエンサーなどによる環境ＤＮＡの分析が進みつつあり、将来的な

環境モニタリングの発展をも見据えると、水域での優占種に関する遺伝子情報を整備する

ことが望まれる。また、分類・系統的な研究のためにも、種網羅的な遺伝子解析が必要と

なる。 

 その様な目的のため、近年、急激に進歩してきた方法が単細胞ＰＣＲである。単細胞PCR

は渦鞭毛藻類（Takano & Horiguchi 2005）など比較的大型の物では、安定的に成功してい

るが、珪藻では、成功例はある（Ruck & Theriot 2011）ものの安定していない。 

 技術的には、物理的破砕・酵素処理・Chelexによる方法があり、目的に応じて組み合わせ

る必要がある。今回は、私の研究室で現在行っている検討の途中経過について発表する。 
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